
 
 

 

 

例
年
よ
り
早
い
桜
の
開
花
で
し
た
が
、
一
転
「
花
冷

え
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
四
月
二
十
一
日
に

は
桜
の
花
の
上
に
季
節
は
ず
れ
の
積
雪
（
長
野
地
方
気

象
台
に
よ
る
と
、
長
野
で
の
積
雪
は
統
計
を
取
り
始
め

た
昭
和
三
十
六
年
以
降
で
最
も
遅
い
そ
う
で
す
。
）
が

あ
る
な
ど
、
五
月
に
な
っ
て
も
依
然
と
し
て
寒
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
百
花
繚
乱
と
言
わ
れ
る
通
り
、
北

信
州
は
い
ま
様
々
な
花
々
が
咲
き
競
い
、
里
山
は
新
緑

が
ま
ぶ
し
く
、
こ
れ
か
ら
は
さ
わ
や
か
で
過
ご
し
易
い

季
節
を
迎
え
ま
す
。 

望
岳
荘
の
周
り
の
田
ん
ぼ
で
は
，
い
ま
田
起
こ
し
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
て
、
ま
も
な
く
田
植
え
が
始
ま
り

ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
一
年
中
で
最
も

忙
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

四
月
誕
生
会 

 

四
月
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
誕
生
会
を
、
四

月
二
十
四
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
月
の
誕
生
者
は
五
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

食
堂
で
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
、
ハ
ッ
ピ
ー
・
バ
ー
ス

デ
ィ
の
歌
を
歌
い
、
赤
飯
と
お
刺
身
を
食
べ
て
お
祝
い

を
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、
ご
健
康
で
お
元
気
に
お
過
ご

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

書
道
・
俳
句 

 

月
に
一
回
、
片
桐
静
雄
先
生
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い

て
書
道
と
俳
句
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

四
月
の
会
に
は
十
五
人
の
利
用
者
が
参
加
し
、
「
山

桜
」「
蜆
」「
苗
代
」「
入
学
」「
日
永
」
と
い
う
季
節
感

の
あ
る
題
字
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

片
桐
先
生
い
わ
く
「
上
手
い
下
手
で
は
な
い
。
リ
ハ

ビ
リ
だ
と
思
っ
て
や
る
こ
と
が
大
事
。
」
だ
そ
う
で
す
。 

今
回
は
、
新
し
い
方
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
が
、
も
っ

と
大
勢
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 力

作
は
、
食
堂
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

利
用
者
の
俳
句
か
ら 

山
桜 
緑
の
中
に 

そ
っ
と
咲
き 

滝
沢
芳
子 

初
孫
の 
入
学
式
や 

天
気
上
々 

久
保
田
フ
ク 

手
工
芸 

余
暇
活
動
の
一
環
と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
手

工
芸
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
毎
年
老
人
ホ
ー
ム
利
用
者

作
品
展
に
出
展
し
て
し
ま
す
。 

今
年
は
、
施
設
開
設
四
十
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

良
い
作
品
が
出
来
上
が
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。 

  

平成 25年 

５月 10日 

記念写真とお祝いの 

メッセージが書かれ 

たカードを贈られた 

４月生まれの皆さん。 

片桐先生から指導を受 

け、上手に書けました。 

 

昨年度の作品のこい 

のぼり。うろこは利 

用者さんの手形を押 

して作りました。 

作品は、食堂に飾っ 

てあります。 

頑張って、作品の製 

作に励む利用者の皆 

さん。今年はどんな 

作品ができ上がる 

か楽しみです。 

 



外 
出 

長
い
間
、
雪
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
生
活
で
し
た
が
、

陽
気
も
温
か
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
の
外
出

に
出
か
け
て
い
ま
す
。 

 

手
足
を
伸
ば
し
、
季
節
感
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
気
分
転
換
を
図
っ
て
い
た
だ
く
大
変
良
い
機

会
で
す
。 

 

利
用
者
の
皆
さ
ん
も
、
「
き
れ
い
だ
な
あ
」
と
か
「
す

ご
い
」
「
気
分
が
良
い
」
な
ど
と
大
変
喜
ば
れ
、
少
し

興
奮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
な
る
べ
く
外
出
の
機
会
を
多
く
設
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

  

☆
行
事
の
お
知
ら
せ 

【
五
月
中
旬
～
六
月
】 

五
月 十

七
日 

書
道
・
俳
句 

（
午
後
） 

 

〃 
 

家
族
会
役
員
会
（
夕
方
） 

二
十
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
）
（
午
前
） 

二
二
日 

誕
生
会 

 
 

（
昼
） 

二
四
日 

音
楽 

 
 

 

（
午
後
） 

二
八
日 

選
択
食 

 
 

（
昼
） 

二
九
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導
（
午
後
） 

三
十
日 

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
（
午
前
） 

 

三
一
日 

緊
急
フ
ロ
ー
シ
ー
ト
訓
練
（
夕
方
） 

六
月 

三
日 

理
髪
奉
仕
（
理
容
）（
午
前
） 

三
日 

緊
急
協
力
隊
役
員
会
（
午
後
） 

四
日 

田
植
え 

 
 

（
午
後
） 

八
日 

家
族
会
作
業
・
総
会
（
午
後
・
予
定
） 

十
一
日 

選
択
食 

 
 

（
昼
） 

 

十
二
日 

リ
ハ
ビ
リ
指
導
（
午
後
） 

十
三
日 

手
工
芸 

 
 

（
午
後
） 

十
七
日 

理
髪
奉
仕
（
美
容
）
（
午
前
） 

十
八
日 

選
択
食 

 
 

（
昼
） 

二
一
日 

書
道
・
俳
句 

（
午
後
） 

二
四
日 

音
楽 

 
 

 

（
午
後
） 

二
八
日 

誕
生
会 

 
 

（
昼
） 

 

〃 
 

バ
イ
キ
ン
グ 

（
昼
） 

〃 
 

防
火
避
難
訓
練
（
午
後
）
（
予
定
） 

 

 
 

お 

知 
ら 
せ 

 
 

☆ 

家
族
会
作
業
、
総
会
に
つ
い
て 

今
年
度
の
家
族
会
作
業
と
総
会
を
六
月
八
日

（
土
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

今
か
ら
ご
予
定
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
出
席
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

☆ 

衣
類
に
つ
い
て 

す
で
に
春
物
衣
類
に
交
換
し
て
い
た
だ
い
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
面
会
が
て
ら
に
交
換
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

☆ 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
に
つ
い
て 

利
用
料
の
引
き
落
と
し
を
五
月
二
十
日
（
月
）
に

予
定
し
て
い
ま
す
。 

通
帳
の
写
し
は
五
月
八
日
現
在
で
す
。
残
高
の
ご

確
認
を
い
た
だ
き
、
ご
入
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

【写真右２枚】桜の花の下で。（木島平村ケ

ヤキの森公園にて） 

【写真中１枚】満開の菜の花をバックに。（飯

山市菜の花公園にて） 

【写真左上１枚】幻の滝「樽滝」の落水を見

に行ってきました。（木島平村樽滝にて） 

 


